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プレミアムキャリア・イーサネットサービスのための

MEF 「サービスの品質」認証への道
ベンダー15社による40のシステム、112のサービスが同一のテスト環境を満たしました。
GlobalComm、米国シカゴ、2006年 6月6日-  本日、シカゴのGlobalCommにおいて、MEF（メトロイーサネットフォーラム） により、トラフィック・マネージメントに対するATS（抽象試験項目群）であるMEF 14を順守した最初のシステムとサービスの一団を祝福するための、特別授賞式が行われました。 このMEF認証は、MEFのQoS（サービスの品質）特性 - 同時リアルタイムとデータ集約型ビジネスアプリケーションをサポートするSLA（サービスレベル・アグリーメント）の要求事項 - に対する適合性を保証するものです。 認証の証明書は、MEFの代表であるNan Chen氏と、適合性テストを担うIometrix社の創始者であり社長でもあるBob Mandeville氏によって授与されました。
「サービスの品質は、キャリア・イーサネットサービスがパフォーマンスの提供の厳守と、私たちのビジネス顧客が要求する帯域保証を確保するために必須の特性です。」 Verizon社の経営戦略部門長であり、MEFの議長でもあるMichael Tighe氏はこう述べました。 「ここにお集まりの15社のベンダーの方々が、プレミアムキャリア・イーサネットサービスに取り組み、そして自らの製品を、Iometrixの研究所で２ヶ月に渡って行われた網羅試験に送り出すという挑戦を行った第一陣となったことは、称賛を受けることになるでしょう。」 
Bob Mandeville氏は次のように賛同しました。 「Iometrix社によって策定された、トラフィック管理のための試験計画は、183以上のテストケースを含んでおり、EPL、EVPL、E-LANサービスをカバーするとともに、UNIやEVC、EVC内のサービスクラスに適用される複雑なポリシーアルゴリズムを保証します。 これらのベンダーは、MEF14への取り組みの中で、キャリア・イーサネットサービスのサービス品質を提供するメカニズムの、本当の相互接続性へ近づく大きな一歩を踏み出したことになります。」
MEF14は、イーサネットを真のキャリアクラスに導くための大きな歩みです。 SLAの構築のための、明確な仕様を元にしたガイドラインを提供するという点で、他と一線を画しています。 MEF14はMEF9を補完し、さらに他のMEFサービス特性の内、２つのセットをカバーしています。 その２つとは、「サービス・パフォーマンス」と「帯域プロファイル」です。 １つめのセットは、EVC（イーサネット・バーチャルサーキット）に関連した３つのサービス・パフォーマンス特性、つまりフレーム遅延とフレーム遅延変動、そしてフレーム損失比を含んでいます。 ２つめのセットは、UNI（ユーザネットワーク・インターフェース）に関連し、なじみ深いフレームリレーの例を追従します。 この例には、帯域プロファイルの４つの特性、つまりCIR（Committed Information Rate：認定情報速度）、CBS（Committed Burst Size：設定バーストサイズ）、EIR（Excess Burst Size：超過情報速度）、EBS（Excess Burst Size：超過バーストサイズ）が含まれます。 MEF9とMEF14を合わせることで、MEF10の基礎部分を定義した技術文書で定義されているキャリア・イーサネットサービス特性の完全なセットをカバーできます。
「今や、キャリア・イーサネットは、標準化され、独自に検証された方法で、サービス品質の保証を提供しています。」 これはMEF マーケティング委員会の副委員長 Mark Whalley氏 の言葉です。 「サービスプロバイダのエンドカスタマーにとって、MEF14認証は、ネットワークで使用されている機器が、保証された帯域とアプリケーションの対応性の点から見て、厳密に規定されたSLA挙動を提供する能力を有していることの保証を意味します。 爆発的な増加を見せるVoIPの使用、そしてIPテレビを始めとする、帯域を消費し、遅延に厳しいサービスの未来を考えるならば、キャリア・イーサネットは、私たちの業界の中でも最も急成長する部分の１つとして推進力を維持するためにも、サービス品質を提供しなければなりません。」

今日、それぞれのシステムに対する認証を受け取ることになった最初の15社は、Actelis Network（アクテリス・ネットワーク）、ADVA Optical Networking（アドバ）、Alcatel（アルカテル）、Atrica（アトリカ）、Cisco Systems（シスコシステムズ）、Extreme Networks（エクストリーム ネットワークス）、 Foundry Networks（ファンドリーネットワークス）、 Fujitsu Communications（米国FNC）、Hatteras Networks、Lucent Technologies（ルーセント・テクノロジー）、MRV、Siemens（シーメンス）、 Tellabs、T-pack 、WorldWide Packetsとなります。
MEF（メトロイーサネットフォーラム）について：
MEF（メトロイーサネットフォーラム）は、80社以上のテレコミュニケーション・サービスプロバイダ、ネットワーク機器/ソフトウェアメーカ、半導体ベンダー、試験組織などを含んだ、世界的な業界団体です。 MEFの目的は、世界規模でキャリア・イーサネットのネットワークとサービスの採用を推進させることです。 MEFはキャリア・イーサネットが世界中において相互接続され、展開していくための技術仕様とIA（implementation agreements：実装同意書）を策定します。 フォーラムについて詳しい情報（MEFの現在の参加者リストなど）については、MEFのWebサイトwww.MetroEthernetForum.orgをご覧ください。
